第十三課　日本語と漢語
単語
論じる　
论，论述。
　　教育問題について論じるじている

　　争论，讨论，议论。
　　この問題について激しい論じるが舽された

切り替える
转换，改换

　　スイッチを切り替える

兑换

金を切り替える
厄介

麻烦，难对付，
　　厄介なことになった

照料，帮助。
　　京都へ行って、おじの厄介になる

ざっと
简略地，粗略地。

書類にざっと目を通す

大致，大概。
　　ざっと五十ほどある

重々しい

严肃，郑重

　重々しい雰囲気

　沉重 笨重

　重々しい足取りで歩く

飲み込む


　　咽下;吞下

生つばを飲み込む
领会;理解 

こつを飲み込む
何気ない
无意中

何気なく口を滑らした
若无其事

なにげなく風を装って彼女に手紙を渡った
威張る

   摆架子，自吹自擂。
   あの人は能力はあるが，威張るのが悪いくせだ

転じる

 　转变，改变

　災いを転じて福となす

　迁移

　居を転じる

潰す

  弄碎，捣碎

  じゃが芋を潰す。

  无用，弄光

  顔を潰す。

自慢


  自夸
  自分の娘を自慢する

  自满
  自慢高慢ばかのうち


               文法

1、 ～に限る（限って、限り）

   动词“限る”表示一种限定范围。

  　①用“体言＋に限る（限って、限り）”的形式，表示限定范围。相当于汉语的“只限”，“唯有”。

　△彼に限ってそんなことはしない／唯有他决不做那种事。

　△スピーチは一人5分に限ります。／　演讲每人限五分钟。

　　②用“体言＋に限らず”的形式，表示“～だけでなく、ほかの場合も”。相当于汉语的“不限于……”，“不仅”，“不论……都……”。

　△王さんに限らず、李さんも行きたいと言った。／不仅是小王，连小李都说想去。

　△今、女性に限らず、男性の就職も難しい／现在，不仅女性，男性就业也很困难。

　③用“简体句＋とは（とも）限らない”的形式，表示情况不一定都如此，相当于汉语的“未必……”，“不一定……”。常和“必ずしも”呼应使用，以加强语气。

  △金持ちは必ず幸せだとは限らない／有钱的人未必就幸福。

　△そんなことがないとも限らない／也不一定没有那种事。

  ④用“体言、动词连体形＋に限る”的形式，表示“一番いい”。相当于汉语的“最好”，“再好不过”。

  △夏は生ビールに限る／夏天最好喝啤酒。

　△旅行は秋に限る／旅行最好是秋天。

 ⑤用“动词连体形、活用词连体形＋限り（では）～”的形式，表示范围。相当于汉语的“在……范围内……”，“据……所……”。

　△私の覚えている限りでは、この人に会ったことはない／据我记忆，没遇到过这个人。

　△私が知っている限りでは、彼はいい人です／据我所知他是一个好人。

 ⑥“限り”接在动词、活用词连体形、である等后面，表示“～のうちは”“～の間は”的意思，相当于汉语的“只要……就……”。

　△生きている限り、祖国のために尽くす／只要活着，就要为祖国效劳。

　△実践しない限り身に着けた知識を活用することができない／不通过实践就不能活用所掌握的知识。

　⑦“限り”作接尾词的用法，一般接在时间名词和数词后面。相当于汉语的“只限于……”，“只有……”。

　△当日限り有効／当天有效(过期作废)。

　△大安売りは明日限りです／大减价到明天截止。

2、～際（さい）

　“際”表示正要做某事时或正做某事时，通常用“动词连体形、名词＋際（さい）”，也可以用“名词＋に際（さい）して”的形式。与“時”不同，“際”的后续内容一般是意志性动作动词。相当于汉语的“……时”，“当……之际”。

　

3、 ～を異にする

 “～を異にする”表示“与……不同”。

△その二人はまったく性格を異にしているから仲がよくなるはずがない／　他和她性格各异，不可能关系好。

△色を異にする服は一緒に洗わないでください／颜色不同的衣服请不要放在一起洗。

    　

４、接尾词“立て”

“立て”接在套在车上的牛马或船上的橹数后面，表示牛马的匹数或橹的只数，还可以接在数词后面，表示同时上映的电影部数等等。

　△2頭立ての馬車が急速に走ってきた／一辆套着两匹马的马车飞驰而来。

　△川岸に8挺立ての舟がたくさん泊まっている／河岸上停泊着很多八只橹的小船。

　△あの映画館は明日3本立てだ／那家电影院明日一场放映三部影片。

5、 接尾词“ばる”

ばる”接在体言后面构成五段动词，由“ばる”构成的动词具有多种含义。

　①表示凸起、鼓起的样子。

　　出張る（／(向外凸出)　　　　　角張る／有棱角

　　頬張る／大口吃　　　　　　　　筋張る／青筋暴露

　②表示贬义的状态。

　　骨張る／露出骨头;刚愎　　　威張る／自以为了不起，

　　意地張る／固执己见　　　　 欲張る／贪得无厌　

　

　③表示拼命做某事。

　　気張る／发奋　　　　　　　　頑張る／努力　

　　息張る／使劲

　△やせて手足が筋張る／消瘦得手脚青筋暴露。

　△一生懸命頑張る／拼命努力。

　△気張って勉強する／发奋用功。

6.惯用语

①頭が上がらない

    表示在权威和势力等面前抬不起头来。

      △あの人の前では頭が上がらない／在他面前抬不起头来。

　△そんな馬鹿なことをしたから、家族や親戚の人たちに頭があがらない／做了那么愚蠢的事情后，在家人和亲戚们面前感到抬不起头来。

②顔を立てる

    “顔を立てる”表示给面子，保全面子。

　　“顔が立つ”表示够面子。

　　　△私の顔を立てて契約を結んでください／给我点面子，你就把合同签了吧。

　△会社の顔も立てなければならない／也得保全公司的面子。

③大目玉を食う

“大目玉”是大眼睛、大眼珠子的意思，这里转义为申斥、斥责。“大目玉を食う”的意思是挨了一顿严厉的训斥。

　△パチンコばかり遊んで大目玉を食った／老是玩弹珠挨了一顿责骂。

　△あまりひどすぎたので、あいつに大目玉を食わせた／太过份了，我狠狠地训斥了他一顿。

④鼻の先で人をあしらう

  鼻の先是鼻尖，人をあしらう是招待人。这个惯用语表示冷淡待人。

     △笑顔で地位の高い人を迎え、自分より地位の低い人を鼻の先であしらうような人は大嫌いだ／我最讨厌那种对地位高的人就笑脸相迎，对比自己地位低的人就冷淡对待的人。

　   △分からないところを教えてもらったが、鼻の先であしらわれてしまった／我去向他请教不懂的地方，却遭到了冷遇。

前文

  言語学の世界では、言語の本質は音声に求められ、文字は付随的な役割しか担っていないという考え方が支配的である。確かに、人類の長い歴史の中で、文字を使い出したのは非常に新しいことであり、現在でも文字を持たない民族が多数あるという点から見ても、言語一般について論じようとするなら、このような考え方には十分妥当性があると言えようところが、日本語について見る限り


、必ずしもそうとは言えない面がある。

　文字が音声と同じ程度に重要な役割を負っていると考えざるを得ない例に、いくらでも接することができるのである。

　まず思い浮かぶのが漢字表記を媒介として作られた言葉が多数存在することである。「米国」というのは、「アメリカ」を漢字で、「亜米利加」と書いたことに由来するものである。「東名高速道路」も地名「ナゴヤ」が「名古屋」と書かれることを知らない者には、それが何故に東京·名古屋間の高速道路という意味になるのか理解しがたいであろう。

　このように、漢字表記が媒介となって新しい言葉が作り出される際に、もとの発音とは全く異なる発音に替えられることが非常に多い。同じ漢字を用いながら、音から訓へ、或は逆に訓から音へと、全く体系をことにする。読みへと切り替えられるのである。時には、同じ字の別の音や訓になることもある。 
会話

A　漢字の問題といいますと、まず、どんなことがとりあげられるんですか。

B　あれでしょうね。音訓の二本立てということなんかですかね。

A　一つの漢字に音と訓が両方あるってことですか。

B　ええ、しかも、それが文脈の中でいろいろに使い分けられているのでやっかいですよね。

A　そうですね。例えば「生（せい）」なんて字は、いったい、いくつぐらい

読み方があるんでしょうね。

B　ざっと数えて15ぐらいはあるんじゃないですか。ただ、漢字の問題といっても実は一字一字の文字そのものの問題というよりは、語彙の問題じゃないでしょうか。

A　それは具体に言いますと。

B　和語と漢語といってもいいんですが、たとえば、床屋と理髪店、あしたと明日（みょうにち）、というような…。

A　それは確かにそうですね。あの、日本語では文体の違いが大きくて、外国人が勉強する時、大変苦労するっていうことを聞いたんですが。

B　そうですね。耳で聞く場合に限って言っても、買い物をするとか、友達と話をするとかいう日常生活のことばと、改まった時のことばはずいぶん違いますからね。

A　そうですね。演説とか、大学での講義とか。

B　そういう時は、ふだんの会話であまり使わないことばがずいぶん入ってきますね。

A　なにか、例を出してくださいますか。

B　ええと、「きょう午後3時から会議を開きます」というところを「本日午後3時より会議を開催いたし　ます」とか。

A　そうですね。同じようなことを言うにも、漢語をたくさん使って言ったほうが、何となく重々しいというか、偉そうに見えるということは事実ですよね。

B　まあ、漢語をたくさん使った、形式ばった表現のほうが格調の高い文だという考えが、知識人といわれるような人たちに残っているんじゃないかと思うんですがね。

A　そうかもしれませんね。仮名なんてものは、大体女子供の使うものであって、インテリは漢文だという考えはずいぶん長く続いていましたからね 。　　

